
1月　軽雪上車
　自衛隊では軽雪上車と呼びますが民生品のスノーモービルの陸自
仕様です。夏季のオートバイと同じ様に偵察や連絡用に使われていま
す。絵のようにスキーを履いた隊員を引っ張るジョーリングというやり
方で複数の隊員の機動にも活躍しています。カラフルな民生品と違い
積雪地用に白い塗装で雪原で目立たなくされています。

2月　五式戦闘機（五式戦）
　5式戦は、3 式戦「飛燕」の空冷エンジンバージョンです。「飛燕」
搭載の水冷エンジンはドイツの技術を導入したのですが製造が難航
し、本機は「飛燕」の機体を改修し実績のある空冷エンジンを搭載し
たタイプです。全体として性能は高く、P-51と渡り合える戦闘機と評
価されました。風防はやがて涙滴型となりました初期型の「飛燕」と同
じ風防タイプを描きました。

3月　82式指揮通信車
　大宮駐屯地創立記念日の観閲行進に、第 32 普通科連隊長が乗る
82 式指揮通信車が最初に登場しました。車体後部は乗員が立った姿
勢でいられるよう天井が高くなっています。装輪装甲車としてはかな
りの老兵で、通信環境も作戦環境もすっかり変わり新たな指揮通信
車の登場が待たれます。

4月　AH-64D
　AH-64D は現在でも戦車にとって最も怖い相手です。70 ㎜ロケット
弾、ヘルファイアー対戦車ミサイル、スティンガー対空ミサイルと、30 ㎜
機関砲を装備しています。機体上部にあるのはロングボウレーダーで、
地上、空中の状況を把握し、射撃の優先順位なども瞬時にパイロットに
提供します。正面から見るとなんとも凶暴な顔つきで迫力満点です。

5月　89式装甲戦闘車
　歩兵が乗車したまま車体の銃眼孔から小銃を射撃し、戦闘を行い
戦車とともに行動し迅速に敵陣地を突破するという新しい概念で作
られた戦闘車です。35 ㎜機関砲と 79 式対戦車ミサイルも装備し、
強力な対戦車戦闘力も持っています。絵は 35 ㎜機関砲を射撃しな
がら突進する89 式装甲戦闘車です。

6月　106㎜無反動砲
　無反動砲は後方から砲弾発射のエネルギーの半分を後方爆風とし
て放出するから反動がなく、小型車両にも搭載できるのです。目標
は戦車です。後方爆風で、撃てば必ず自分の場所は発見されます。
発見されればやられます。だから初発必中で敵戦車を撃破するしか
ない「男らしい」装備でした。

7月　偵察用オートバイ
　カワサキKLX250の自衛隊バージョンです。無線機搭載用のラック
や足首付近を防護するガードなどが付加されています。偵察部隊、普
通科連隊の情報小隊などが装備しています。オフロードバイクで道な
き道を走破し敵情を探ってくる、バイク好きには魅力のある仕事です。

8月　二式複座戦闘機「屠龍」
　「屠龍」は日本では珍しい双発戦闘機です。双発ですから機首に武
装を集中させることもでき、胴体の背に斜め銃をバージョンなどもあり、
B-29 迎撃などにも活躍しました。イギリスのデハビラント・モスキート
などにも通じる美しい機体の一つです。

9月　90式戦車
　90式戦車は120 ㎜滑腔砲を装備し、高性能射撃指揮装置で走行
間射撃も高い命中率を誇る火力、複合装甲による防護力、日本伝統の
水冷 2サイクルディーゼルエンジンが生む機動力で、現在でも世界最
高峰の戦車の一つです。砂ぼこりを揚げて疾走する第 7 師団第 72
戦車連隊長車の雄姿です。

10月　01式軽対戦車誘導弾
　隊員が一人で操作し射撃することができる対戦車ミサイルです。照準
器で戦車などをとらえてロックオンすると、射撃後ミサイルが自ら目標
に追随する撃ちっぱなし機能を持っています。また一度上昇して戦車
の弱点である上部に命中させることもできます。日本版ジャベリンとも
言われています。

11月　96式軽機関銃
　昭和11年（皇紀 2596 年）に制式化された96式軽機関銃は口径
6.5 ㎜、30 発入り箱型弾倉給弾で銃身交換も簡単にでき、銃腔内はク
ロームメッキが施され銃身命数も大きな優れた機関銃でした。銃腔内
のクロームメッキは当時世界初のもので、後の64式小銃にも施された
技術です。また軽機関銃でも着剣できるようになっています。機関銃手
の腰に銃剣を描き入れました。

12月　4式中戦車
　従来の日本陸軍の戦車が歩兵支援火力として設計されてきたました
が、漸く対戦車戦闘を主眼にした戦車が誕生しました。主砲は75 ㎜高
射砲を改造して搭載し、防護力も機動力も格段に向上し、対戦車戦闘
に大いに威力を発揮すると期待されました。しかし 6 両が完成したとこ
ろで終戦となりました。
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2025年陸修偕行社カレンダーのご案内
2025年・令和7年の陸修偕行社カレンダーが
できました。旧軍と陸自の装備を水彩で
描いたカレンダーです。

　自衛隊装備写真のカレンダーは多く

ありますが、旧軍の装備を含めた水彩

画のカレンダーは希少です。

　新たな陸修偕行社カレンダーとして、

１部６００円の廉価で販売いたします。

※カレンダーは A４中綴じ、見開きでA３の大きさ
　になります。
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陸修偕行社
カレンダー

元幹部自衛官と陸軍将校の会
公益財団法人陸修偕行社は、安全保障等に関する研究と提言、自衛隊に対する必要な協力、英霊及び
自衛隊殉職者等の慰霊顕彰、並びに定期刊行誌『偕行』の発行等により防衛基盤の強化拡充に寄与し、
我が国の平和と福祉に関する国政の健全な運営の確保に資することを目的としています。
この目的、事業に賛同される皆様のご入会をお待ちしております。

●会員は

　普通会員（陸軍将校、陸軍将校養成課程、幹部自衛官であった方）

　家族会員（会員家族の方）

　賛助会員（偕行社の目的に賛同し入会を希望される方）

　法人会員です。

　細部は陸修偕行社事務局にお問い合わせいただくか、

　下記HPをご覧ください。

　https://rikushukaikosha.or.jp

　陸修偕行社事務局 電 話０３-６３８０-０６２３
 FAX ０３-６３８０-０６２４

● 絵画／偕行アートクラブ会員　柴田幹雄

陸修偕行社HP

五式戦闘機（五式戦）
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2025 令和 7 年

公益財団法人 陸修偕行社

82式指揮通信車
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2025 令和 7 年

公益財団法人 陸修偕行社

画：偕行アートクラブ会員　柴田幹雄

FAX▶︎03-6380-0624     e-mail▶︎info@rikushukaikosha.or.jp
〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町12-22  VORT 5F 陸修偕行社事務局

販売価格

お申込み 希望される方は、はがき、FAXまたはEメールで希望部数、送り先の住所・氏名
電話番号及び「カレンダー希望」を記入してお申し込みください。

１部／ 600円（税込・送料別途）

※送金は現金書留または郵便局の振込取扱票でお願いします。　口座番号　00190-8-180617



●お 名 前

●お届け先

 〒

●お 電 話

● e-mail

商　品　名 販売価格 部　数 合計金額

2025年 陸修偕行社カレンダー  600円（税込） 　　 部 　　　　　　  円
※ カレンダー発送時に送料を含む金額での払込用紙を送ります。なお、今回のカレンダーは、発行部数が少ないため、
　 早めのご注文をお勧めします。

https://rikushukaikosha.or.jp   e-mail ▶︎ info@rikushukaikosha.or.jp
〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町12-22  VORT 5F 陸修偕行社事務局

e-mail でのお申し込み

FAXでのお申し込み

e-mail▶info@rikushukaikosha.or.jp

Fax▶︎03-6380-0624

2025年陸修偕行社カレンダー注文書


